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1 微分方程式
2y′ =

y

x
− x

y
(∗1)

について次の問に答えなさい．．

(1) x2+ y2 = cx が (∗1) の解であることを示しなさい．
ただし，c は任意の定数とする．

(2) 初期条件 x = 1, y = 1 を満たす (∗1) の特殊解を求
めなさい．

2 微分方程式

xy dy − (x2 + y2) dx = 0 (∗2)

について次の問に答えなさい．

(1) (∗2) が同次形微分方程式であることを示しなさい．

(2) 変数を適当に変換することにより，(∗2)が変数分離
形微分方程式

xzz′ = 1

に変換されることを示しなさい．

(3) (∗2) の一般解を求めなさい．



 

3 次の問に答えなさい．

(1) 次の 4つの中から 1階線形微分方程式をすべて選
びなさい．

（ア）y′′ − xy′ + 2y = 2x2 + 1

（イ）2y′ =
y

x
− x

y

（ウ）y′ − y = −x

（エ）(x2 − 2y)dx+ (y2 − 2x)dy = 0

(2) ベルヌーイの微分方程式

y′ + y = xy3

を適当に変数変換して，線形微分方程式に直しな
さい．

4 微分方程式

(x2 + y2) dx− 2xy dy = 0 (∗4)

について次の問に答えなさい．

(1) (∗4) が完全でないことを示しなさい．

(2)
1

x2
は (∗4) の積分因子であることを示しなさい．

(3) (∗4) の一般解を求めなさい．



 


